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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の吐出口が所定の方向に配列された吐出口列を少なくとも１列有する第１の吐出口
列群と、複数の吐出口が前記所定の方向に配列された吐出口列を少なくとも１列有する第
２の吐出口列群とが設けられた吐出口面を有する記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドを搭載して、前記第１の吐出口列群に対して前記第２の吐出口列群が前
方となる第１の方向と、前記第２の吐出口列群に対して前記第１の吐出口列群が前方とな
る第２の方向とに移動するキャリッジと、
　前記吐出口面を払拭するためのシート状の払拭部材と、
　を備えるインクジェット記録装置において、
　前記キャリッジが前記第１の方向に移動するときに前記払拭部材は前記第２の吐出口列
群を払拭せず第１の領域によって前記第１の吐出口列群を払拭し、前記キャリッジが前記
第２の方向に移動するときに前記払拭部材は前記第１の吐出口列群を払拭せず前記第１の
領域と異なる第２の領域によって前記第２の吐出口列群を払拭することを特徴とするイン
クジェット記録装置。
【請求項２】
　前記吐出口面と当接する前記払拭部材の領域を替えるための巻き取り手段をさらに備え
ることを特徴とする請求項１に記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　前記払拭部材を前記吐出口面と当接する当接位置と前記吐出口面とは当接しない退避位
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置とに移動させるための当接部材をさらに備えることを特徴とする請求項１または２に記
載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記払拭部材は、液体が含浸されていることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか
１項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項５】
　前記第１の吐出口列群のインクと前記第２の吐出口列群のインクとが互いに反応するイ
ンクセットであることを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載のインクジェ
ット記録装置。
【請求項６】
　複数の吐出口が所定の方向に配列された吐出口列を少なくとも１列有する第１の吐出口
列群と、複数の吐出口が前記所定の方向に配列された吐出口列を少なくとも１列有する第
２の吐出口列群とが設けられた吐出口面を有する記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドを搭載して移動するキャリッジと、
　前記吐出口面を払拭するためのシート状の払拭部材と、
　を備えるインクジェット記録装置における記録ヘッドの払拭方法において、
　前記キャリッジが前記第１の吐出口列群に対して前記第２の吐出口列群が前方となる第
１の方向に移動するときに前記払拭部材によって前記第２の吐出口列群を払拭せず第１の
領域によって前記第１の吐出口列群を払拭する第１の払拭工程と、
　前記キャリッジが前記第２の吐出口列群に対して前記第１の吐出口列群が前方となる第
２の方向に移動するときに前記払拭部材によって前記第２の吐出口列群を払拭せず前記第
１の領域と異なる第２の領域によって前記第２の吐出口列群を払拭する第２の払拭工程と
、
　を備えることを特徴とする記録ヘッドの払拭方法。
【請求項７】
　前記第１の払拭工程の後であって前記第２の払拭工程の前に、前記払拭部材の前記吐出
口面と当接する領域を前記第１の領域から前記第２の領域に替える工程をさらに備えるこ
とを特徴とする請求項６に記載の記録ヘッドの払拭方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクを吐出する複数の吐出口を備えた記録ヘッドを用いて記録を行うイン
クジェット記録装置、および記録ヘッドの払拭方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インクジェット記録装置の記録ヘッドにおける吐出口が形成された面（以下では吐出口
面と称す）にインクが付着し、正常な吐出を阻害するといった不具合が発生することがあ
る。このような不具合を防止する方法として、一般的にインクジェット記録装置には、吐
出口に付着したインクを拭きとるための払拭ユニットが装備されている。
【０００３】
　この払拭ユニットは、例えば弾性を有する素材で作られた、吐出口面を払拭するための
払拭部材と、払拭部材を吐出口面に接触させるための当接部材とを有する。払拭動作は所
定のタイミングで払拭部材を吐出口面に当接し摺擦させることで行っている。記録ヘッド
が搭載されたキャリッジの往復移動中に記録する、いわゆるシリアル型インクジェット記
録装置における払拭の方法としては、その往復移動の停止中に当接部材を移動させること
により払拭する方法や、当接部材に当接した状態で記録ヘッドを移動させることにより払
拭するといった方法が知られている。後者の、記録ヘッドの移動中に払拭する方法は、特
に払拭頻度が高いときほど有効である。すなわち、キャリッジの往復移動間に払拭動作を
行うことができるため、その往復移動の停止中に払拭動作を行う方法に比べて一回の払拭
動作が短時間で済む。
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【０００４】
　特許文献１には、シート状の払拭部材を用いて記録ヘッドの吐出口列に対して垂直方向
に摺擦する例が開示されている。このシート状の払拭部材を用いた場合、いわゆるワイパ
ーブレードで摺擦する払拭方法より強力な払拭効果があることが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２１８０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　近年、インクジェット記録装置及び記録方法の多様化に伴い、複数色のインクや相互に
反応する性質を持つインクによる記録を同一の記録ヘッドにより行うことがある。このよ
うな場合、同一の払拭部材により払拭動作を行うと、一方のインクの吐出口に他方のイン
クが混入し、その結果、混色といった画像弊害や、反応による固着で吐出不良といった不
具合が発生したりすることがある。
【０００７】
　上記特許文献１に開示されている例では、シート状の払拭部材を巻き取ることで、混色
といった画像弊害や、反応による固着で吐出不良といった不具合の解消を図っているが、
十分ではない。
【０００８】
　本発明は、上記従来技術に鑑みてなされたものであり、払拭動作において混色や固着と
いった不具合を防止することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、本発明は以下の構成を含むインクジェット記録装置を提供す
る。
【００１０】
　すなわち、本発明のインクジェット記録装置は、複数の吐出口が所定方向に配列された
吐出口列を少なくとも１列有する第１の吐出口列群と、複数の吐出口が前記所定の方向に
配列された吐出口列を少なくとも１列有する第２の吐出口列群とが設けられた吐出口面を
有する記録ヘッドと、前記記録ヘッドを搭載して、前記第１の吐出口列群に対して前記第
２の吐出口列群が前方となる第１の方向と、前記第２の吐出口列群に対して前記第１の吐
出口列群が前方となる第２の方向とに移動するキャリッジと、前記吐出口面を払拭するた
めのシート状の払拭部材と、を備えるインクジェット記録装置において、前記キャリッジ
が前記第１の方向に移動するときに前記払拭部材は前記第２の吐出口列群を払拭せず第１
の領域によって前記第１の吐出口列群を払拭し、前記キャリッジが前記第２の方向に移動
するときに前記払拭部材は前記第１の吐出口列群を払拭せず前記第１の領域と異なる第２
の領域によって前記第２の吐出口列群を払拭することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、第一の吐出口列と第二の吐出口列とを拭き分けることができ、混色や
吐出不良といった不具合を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】第１の実施形態に係わるインクジェット記録装置を示す平面図である。
【図２】第１の実施形態に係わる記録ヘッドを示す模式図である。
【図３】第１の実施形態におけるインクジェット記録装置本体に搭載された制御系（制御
手段）の構成を示すブロック図である。
【図４】第１の実施形態に係わる回復処理装置を示す模式図である。
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【図５】第１の実施形態に係わる払拭ユニットの構成及び払拭動作を示す模式図である。
【図６】第１の実施形態に係わる吐出口列を拭き分ける動作を示す模式図である。
【図７】第２の実施形態に係わる吐出口列を拭き分ける動作を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００１４】
　［第１の実施形態］
図１に示される本実施形態のインクジェット記録装置は、シリアル型のインクジェット記
録装置であり、記録装置本体１は、記録媒体の搬送系ユニット（図示せず）を含む各種の
機構部を備えている。このシリアル型記録装置は、搬送系ユニットによって記録媒体をＹ
方向（副走査方向）へ間欠的に搬送すると共に、記録ヘッド３を副走査方向と交差するＸ
方向（主走査方向）へ移動させながら記録動作を行う。記録動作はＸ方向に沿った往復移
動時に行われる。また、図１に示す記録装置本体１は、比較的大判の記録媒体（例えば、
Ａ１サイズ）への記録を行えるよう、Ｘ方向におけるサイズを大型化した構成となってい
る。
【００１５】
　また、記録ヘッド３の移動はキャリッジ２によって行われる。具体的には記録ヘッド３
はキャリッジ２に着脱可能に搭載され、このキャリッジ２は記録ヘッド３と共にＸ方向に
沿って往復走査される。さらに、キャリッジ２は、Ｘ方向に沿って配置されたガイド軸４
に沿って直線上を移動可能に支持されると共に、ガイド軸４と略平行に移動する無端ベル
ト５に固定されている。無端ベルト５は、キャリッジモータ（ＣＲモータ）の駆動力によ
って往復移動し、それによってキャリッジ２をＸ方向に往復走査させる。なお、記録ヘッ
ド３の吐出動作を回復処理するための回復処理装置７が、記録媒体が搬送される領域の外
側であってキャリッジの往復走査方向の片側（走査領域の一端）に配置されている。
【００１６】
　図２は、キャリッジ２に搭載された記録ヘッド３の模式図である。記録ヘッド３は、図
２に示されるように吐出口面３ｂにＹ方向に沿って形成される複数の吐出口３ａと、個々
の吐出口３ａに対応して形成された複数の液路（図示せず）と、複数の液路にインクを供
給する共通液室（図示せず）とを有している。さらに、Ｙ方向に配列された複数の吐出口
３ａからなる吐出口列が、Ｘ方向に少なくとも１列有している。本実施形態では、複数の
吐出口列が、吐出口の配列方向とは交差する方向に並列配置されている。図２は、複数の
吐出口列１１～１６を有する記録ヘッド３を示す。本発明は、１つのヘッドに複数の吐出
口列を有する構成に限定されず、複数のヘッドに複数の吐出口列を有する構成も含む。本
実施形態の各吐出口列には、同色のインクを１２００ｄｐｉ（dot per inch）の密度で記
録吐出できるように、Ｙ方向に１２８０個の吐出口３ａが配列されている。
【００１７】
　記録ヘッド３の各液路には、インクを吐出口３ａから吐出させるための吐出エネルギー
を発生させるエネルギー発生素子が配置されている。このエネルギー発生素子として、本
実施形態では、インクを局所的に加熱して膜沸騰を起こさせ、その圧力によってインクを
吐出させる電気熱変換体が用いられている。但し、本発明はこれに限定されるものではな
く、電気機械変換素子を用いることも可能である。なお、以下の説明においては、吐出口
３ａと液路とを含めてノズルと称す。
【００１８】
　また、記録ヘッド３には、前述の６個の吐出口列に対応して、それぞれ異なる色材を含
有したインクがそれぞれのインクが収容されたインクタンク（図示せず）より供給される
。そして、記録装置本体に備えられた各インクタンクからは、それぞれ対応する吐出口列
１１～１６のインク供給口にチューブ（図示せず）で連結されて各インクを供給する。本
実施形態の吐出口列１１～１６においては、順にシアン、マゼンタ、イエロー、うすいグ
レー、グレー、ブラックのインクが吐出されるように構成されている。
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【００１９】
　図３は、本実施形態におけるインクジェット記録装置の記録装置本体１に搭載される制
御系（制御手段）の構成を示すブロック図である。記録装置本体１は、図３に示すように
主制御部１００を有している。主制御部１００は演算、制御、判別、設定などの処理動作
を実行するＣＰＵ１０１と、ＣＰＵ１０１によって実行すべき制御プログラム等を格納す
るＲＯＭ１０２と、インクの吐出／非吐出を表す２値の記録データを格納するバッファ及
びＣＰＵ１０１による処理のワークエリア等として用いられるＲＡＭ１０３と、入出力ポ
ート１０４などを備える。
【００２０】
　入出力ポート１０４には、搬送モータ（ＬＦモータ）１１３、キャリッジモータ（ＣＲ
モータ）１１４、記録ヘッド３、及び、回復処理装置７などをそれぞれ駆動する駆動回路
１０５、１０６、１０７、及び、１０８が接続されている。さらに、入出力ポート１０４
には、記録ヘッド３の温度を検出するヘッド温度センサ（ヘッド温度検出手段）１１２、
キャリッジ２に固定されたエンコーダセンサ１１１、記録装置本体１の使用環境である温
度と湿度を検知する温湿度センサ１０９や、その他のセンサ類(図示せず)が接続されてい
る。また、主制御部１００はインターフェース回路１１０を介してホストコンピュータ１
１５に接続されている。
【００２１】
　さらに入出力ポート１０４には、回復処理カウンタ１１６、予備吐出カウンタ１１７、
フチ無しインクカウンタ１１８、吐出ドットカウンタ１１９なども接続されている。回復
処理カウンタ１１６は回復処理装置７によって記録ヘッド３から強制的にインクを排出さ
せた場合に、そのインク量をカウントするものである。予備吐出カウンタ１１７は、記録
開始前や記録終了時、記録中に行われる予備吐出の吐出数（インク消費量）をカウントす
るものである。フチ無しインクカウンタ１１８は、フチ無し記録を行う場合に記録媒体領
域外に記録されるインクをカウンタするものである。さらに、吐出ドットカウンタ１１９
は記録中に吐出するインク吐出数をカウントするものである。
【００２２】
　次に、以上の構成を有するインクジェット記録装置によって実行される記録動作を説明
する。ホストコンピュータ１１５からインターフェースを介して記録データを受信すると
、その記録データはＲＡＭ１０３のバッファに展開される。そして、記録動作が指示され
ると、搬送ユニット（図示せず）が作動し、記録媒体を記録ヘッド３の吐出口面と対向す
る位置へ搬送する。ここで、キャリッジ２はガイド軸４に沿ってＸ方向へ移動する。キャ
リッジ２の移動に伴って、記録ヘッド３からはインク滴が吐出され、記録媒体に１バンド
分の画像が記録される。この後、搬送ユニットにより、記録媒体はキャリッジ２の移動方
向と交差（直交）するＹ方向に１バンド分だけ搬送される。以上の動作を繰り返すことに
より、記録媒体には所定の画像が形成される。
【００２３】
　キャリッジ２の位置は、キャリッジ２の移動に伴ってエンコーダセンサ１１１から出力
されるパルス信号を主制御部１００でカウントすることにより検出される。すなわち、エ
ンコーダセンサ１１１は、Ｘ方向に沿って配置されたエンコーダフィルム６（図１参照）
に一定の間隔で形成された検出部を検出することによってパルス信号を主制御部１００へ
出力する。主制御部１００はこのパルス信号をカウントすることにより、キャリッジ２の
位置を検出する。キャリッジ２のホームポジション及びその他の位置への移動は、エンコ
ーダセンサ１１１からの信号に基づいて行われる。
【００２４】
　（回復処理装置）
図４は記録ヘッド３の各吐出口３ａからのインク吐出性能を良好な状態に保つための回復
処理装置７を詳細に示している。回復処理装置７は、記録装置本体１の所定の位置に保持
固定されている（図１参照）。この回復処理装置７は吸引回復機構７Ａ及び７Ｂと、これ
を昇降させる昇降機構（図示せず）と、払拭ユニット８とを備える。吸引回復機構７Ａ及



(6) JP 6150537 B2 2017.6.21

10

20

30

40

50

び７Ｂは、回復処理の一形態である吸引回復処理を行う。ここで、吸引回復処理とは、記
録ヘッドに形成された複数のノズル（吐出口を含む流路）から強制的にインクを吸引する
ことによって、ノズル内のインクを吐出に適した状態のインクに置き換える処理をいう。
具体的には、吸引回復機構７Ａ及び７Ｂは、吐出口面３ｂをキャップで覆うと共に、その
キャップの内側空間に連通するポンプ（図示せず）によってキャップ内に負圧を発生させ
、その負圧によって吐出口３ａからインクを強制的に吸引する。なお、吸引回復機構７Ａ
及び７Ｂのうち一方の吸引回復機構が３つの吐出口列１１～１３に対して、他方の吸引回
復機構が残り３つの吐出口列１４～１６に対して吸引回復処理を行う。
【００２５】
　また、払拭ユニット８は、記録ヘッド３の往復移動反転位置（例えば、記録媒体が搬送
される領域の外側であって、回復処理装置に対して記録媒体側）に設けられている。払拭
ユニット８は連続したシート状の物質で構成された払拭部材９と、払拭部材９を吐出口面
３ｂに接触させるために払拭部材９を押圧する当接部材１０と、この当接部材１０を払拭
部材９と当接する当接位置（接触位置）と払拭部材９と当接しない退避位置との間で移動
可能にする当接部材移動手段（図示せず）とを備える。
【００２６】
　このような払拭ユニット８を用いて払拭動作を行うことにより、吐出口面３ｂに固着し
てしまったインクも除去することが可能となる。このような払拭部材９に用いられる材料
としては、ポリオレフィン、ＰＥＴまたはナイロン等を用いた不織布等からなることが好
ましい。そして、払拭性能を高めるために、払拭部材９にはあらかじめ含浸液が含浸され
ることにより、湿っていることが好ましい。含浸液としては、固着したインクを払拭可能
とする液体が好ましく、具体的には水、界面活性剤、溶剤等からなる液体を用いることが
できる。
【００２７】
　なお、これらの回復処理装置７の構成要素は、前述した制御手段（図３）により制御さ
れる。
【００２８】
　（払拭動作）
図５は払拭ユニット８による記録ヘッド３の払拭動作を示す側面図である。巻き取り装置
１７は払拭部材９を巻き取るための装置である。この巻き取り装置１７は当接部材１０の
上下位置（Ｚ方向位置）に関わらず動作可能となっている。また、前述のとおり、当接部
材１０は当接位置と退避位置との間で移動可能な当接部材移動手段に保持されている。 
【００２９】
　図５（ａ）は記録ヘッド３が払拭ユニット８の方向へ移動している様子を示す。ここで
、記録ヘッド３の移動とは、上述のキャリッジの移動と同義であり、以下では記録ヘッド
に注目した記述であるため、記録ヘッドの移動と称す。図５（ｂ）は払拭部材９が吐出口
面の吐出口列１６を払拭している様子を示す。
【００３０】
　本実施形態においては、払拭動作時に払拭部材を介して混色や反応等が発生しないよう
に、第１の群のノズル列を払拭して払拭部材の払拭面となるように払拭部材を巻き取った
後に、第２の群のノズル列の払拭動作を行っている。
【００３１】
　図６に払拭ユニット８により吐出口列１３、１２、１１からなる第１の群と吐出口列１
４、１５、１６からなる第２の群とを拭き分ける払拭動作の例を示す。払拭工程は（ａ）
→（ｂ）→（ｃ）→（ｄ）→（ｅ）という順番で経時している。
【００３２】
　図６（ａ）における鎖線で示したＸ当接位置は、払拭部材９（当接部材１０）のＸ方向
位置である。Ｚ当接位置は、払拭部材９が吐出口面と当接するときの払拭部材９（当接部
材１０）のＺ方向位置である。さらに、払拭部材の一部（領域９ａ）は第１の群を、払拭
領域の他の一部（領域９ｂ）は第２の群を、それぞれ払拭するときに用いる領域に相当す
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る。また、図６（ｃ）における鎖線で示したＺ退避位置は、払拭部材９が吐出口面と当接
しないときの払拭部材９のＺ方向位置である。
【００３３】
　まず、図６（ａ）に示すように、記録ヘッドが往方向に移動させてＸ当接位置に対して
記録ヘッドの吐出口列１６、１５、１４が通過した後に、吐出口列１３がＸ当接位置に位
置するときに当接部材１０を上方に移動させることにより払拭部材９をＺ当接位置に移動
させる。そして、払拭部材９がＺ当接位置にある状態のまま、記録ヘッドを往方向に移動
させて、払拭部材の領域９ａで吐出口列１３、１２、１１をその順番（１３→１２→１１
）で払拭していく。その後、図６（ｂ）に示すように、払拭部材９で吐出口列１１を払拭
した後も記録ヘッド全体がＸ当接位置を通過するまで払拭部材９をＺ当接位置に維持する
。
【００３４】
　次に、図６（ｃ）に示すように、当接部材１０を下方に移動させることにより払拭部材
９をＺ退避位置に移動させる。その後、巻き取り装置１７を回転させて払拭部材９を巻き
取ることにより、払拭部材９の第１の群を払拭した領域を右方向に移動させる。これによ
り、払拭部材９の当接部材１０により押圧されて吐出口面と当接可能な領域が領域９ａか
ら領域９ｂに替わる。そして、記録ヘッド３は反転位置まで往方向に移動した後、反転し
て復方向に移動する。
【００３５】
　更に、図６（ｄ）に示すように、記録ヘッドを復方向に移動させてＸ当接位置に対して
記録ヘッドの吐出口列１１、１２、１３が通過した後に、吐出口列１４がＸ当接位置に位
置するときに当接部材１０を上方に移動させることにより払拭部材９をＺ当接位置に移動
させる。そして、払拭部材９がＺ当接位置にある状態のまま、記録ヘッドを復方向に移動
させて、払拭部材の領域９ｂで吐出口列１４、１５、１６をその順番（１４→１５→１６
）で払拭していく。その後、図６（ｅ）に示すように、払拭部材９で吐出口列１６を払拭
した後も記録ヘッド全体がＸ当接位置を通過するまで払拭部材９をＺ当接位置に維持する
。
【００３６】
　前述のように第１の群の吐出口列１１はシアン、吐出口列１２はマゼンダ、吐出口列は
イエローを吐出し、第２の群の吐出口列１４はうすいグレー、吐出口列１５はグレー、吐
出口列１６はブラックを吐出している。ブラック系の吐出口列を払拭した後にカラー系の
吐出口列を同じ払拭部材の面で払拭すると、払拭部材９を介してカラー系の吐出口列にブ
ラック系のインクが混色する可能性が高いといえる。しかし図６に示すように払拭部材９
の第１の吐出口列群（吐出口列１３、１２、１１）を払拭する領域９ａと、払拭部材９の
第２の吐出口列群（吐出口列１４、１５、１６）を払拭する領域９ｂとを異ならせること
で、混色を防止することができる。
【００３７】
　なお、カラー系のインクのうち、イエローは他のカラーインクが混色すると影響が大き
いため、第１の群の吐出口列の中でもイエローの吐出口列１１が最初に払拭されることが
好ましい。つまり第１の群（吐出口列１３、１２、１１）のうち、最後に払拭される吐出
口列１１は、記録ヘッド３の往方向の移動に対して最後列にある吐出口列である。払拭部
材９で吐出口列１１を払拭した後、記録ヘッド３全体がＸ当接位置を通過するまで払拭部
材９をＺ当接位置に維持するため、払拭動作により生じた払拭部材９上の混色インクが記
録ヘッドの吐出口面に溜まることがない。
【００３８】
　さらに、ブラック系の吐出口列についてもうすいグレーは他のブラック系のインクが混
色すると影響が大きいため、第２の群の吐出口列の中でもうすいグレーの吐出口列１４が
最初に払拭されることが好ましい。つまり第２の群（吐出口列１４、１５、１６）のうち
、最後に払拭される吐出口列１６は、記録ヘッド３の復方向の移動に対して最後列にある
吐出口列である。払拭部材９で吐出口列１６を払拭した後、記録ヘッド３全体がＸ当接位
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置を通過するまで払拭部材９をＺ当接位置に維持するため、払拭動作により生じた払拭部
材９上の混色インクが記録ヘッドの吐出口面に溜まることがない。
【００３９】
　また、往方向と復方向との間で払拭部材の巻き取り動作を行うことにより、払拭動作中
にキャリッジの速度を低下させる必要がないためタイムロスが発生することなく払拭動作
を完了させることができる。
【００４０】
　また、相互に反応する性質を持つインクによる記録を同一の記録ヘッドにより行う場合
、例えば第１の群（吐出口列１１、１２、１３）のインクと第２の群（吐出口列１４、１
５、１６）のインクとが互いに反応するインクセットである場合にも、第１の群と第２の
群とを払拭部材９の異なる領域で拭き分けることによって、反応による固着を防ぐことが
できる。これに対し、拭き分けをしない従来例（例えば吐出口列１６→１５→１４→１３
→１２→１１の順に一度に払拭する）では、反応による固着を防ぐことができない。
【００４１】
　なお、払拭する対象の吐出口列がＸ当接位置に位置するときに当接部材１０を押し上げ
る構成を説明したが、第１の群と第２の群との間の部分がＸ当接位置に位置するときに当
接部材１０を押し上げる構成にしても良い。
【００４２】
　また、記録ヘッド３に搭載された６つの吐出口列のうち、それぞれ３つの吐出口列から
なる２つの群を拭き分ける構成を説明したが、１つの吐出口列と１つの吐出口列を拭き分
ける構成、１つの吐出口列と２つ以上の吐出口列を拭き分ける構成であっても良い。
【００４３】
　さらに、払拭部材９の第１の群を払拭した領域を記録ヘッドが反転位置に向かう方向に
巻き取る構成を説明したが、払拭部材９の第１の群を払拭した領域を逆方向に巻き取る構
成であっても良い。
【００４４】
　また、本実施形態では往方向と復方向との間のタイミングで払拭部材を巻き取る例を示
したが、一方向の走査中に第１の群と第２の群とが払拭部材の異なる領域で払拭されるよ
うに巻き取り装置で巻き取りを行ってもよい。
【００４５】
　［第二の実施形態］
第二の実施形態においては、キャリッジの往復移動反転前後で、最初に払拭部材を当接す
る吐出口列を共通にする例を示す。図７を用いて、本実施形態の払拭動作の制御について
説明する。
【００４６】
　図７は払拭ユニット８により吐出口列１４、１３、１２、１１からなる第１の群と吐出
口列１４、１５、１６からなる第２の群とを拭き分ける払拭動作の例を示す。払拭工程は
（ａ）→（ｂ）→（ｃ）→（ｄ）→（ｅ）という順番で経時している。また、払拭部材の
一部（領域９ａ）は第１の群を、払拭領域の他の一部（領域９ｂ）は第２の群を、それぞ
れ払拭するときに用いる領域に相当する。その他の図中の名称は図６までと同様の構成で
あるため省略する。
【００４７】
　まず、図７（ａ）に示すように、記録ヘッドを往方向に移動させてＸ当接位置に対して
記録ヘッドの吐出口列１６、１５が通過した後に、吐出口列１４がＸ当接位置に位置する
ときに当接部材１０を上方に移動させることにより払拭部材９をＺ当接位置に移動させる
。そして、払拭部材９がＺ当接位置にある状態のまま、記録ヘッドを往方向に移動させて
、払拭部材の領域９ａで吐出口列１４、１３、１２、１１をその順番（１４→１３→１２
→１１）で払拭していく。その後、図７（ｂ）に示すように、払拭部材９で吐出口列１１
を払拭した後も記録ヘッド全体がＸ当接位置を通過するまで払拭部材９をＺ当接位置に維
持する。



(9) JP 6150537 B2 2017.6.21

10

20

30

【００４８】
　次に、図７（ｃ）に示すように、当接部材１０を下方に移動させることにより払拭部材
９をＺ退避位置に移動させる。その後、巻き取り装置１７を回転させて払拭部材９を巻き
取ることにより、払拭部材９の第１の群を払拭した領域を右方向に移動させる。これによ
り、払拭部材の当接部材１０により押圧されて吐出口面と当接可能な領域が領域９ａから
領域９ｂに替わる。そして、記録ヘッド３は反転位置まで往方向に移動した後、反転して
復方向に移動する。
【００４９】
　更に、図７（ｄ）に示すように、記録ヘッドを復方向に移動させてＸ当接位置に対して
記録ヘッドの吐出口列１１、１２、１３が通過した後に、吐出口列１４がＸ当接位置に位
置するときに当接部材１０を上方に移動させることにより払拭部材９をＺ当接位置に移動
させる。そして、払拭部材９がＺ当接位置にある状態のまま、記録ヘッドを復方向に移動
させて、払拭部材の領域９ｂで吐出口列１４、１５、１６をその順番（１４→１５→１６
）で払拭していく。その後、図７（ｅ）に示すように、払拭部材９で吐出口列１６を払拭
した後も記録ヘッド全体がＸ当接位置を通過するまで払拭部材９をＺ当接位置に維持する
。
【００５０】
　以上の動作を行うことで、払拭部材９で吐出口列１４を記録ヘッドの反転前後で２度払
拭することにより強力に清掃できる。その上、払拭部材９の第１の吐出口列群（吐出口列
１４、１３、１２、１１）を払拭する領域９ａと、第２の吐出口列群（吐出口列１４、１
５、１６）を払拭する領域９ｂとを異ならせることができ、記録ヘッドの往復移動反転前
と往復移動反転後で拭き分けが可能となる。
【００５１】
　すなわち本実施形態は、例えば吐出口列１４のインク自体の固着性が強い場合など、他
の吐出口列よりも多く払拭する必要があるときに特に有効である。
【符号の説明】
【００５２】
３　記録ヘッド
３ａ　吐出口
３ｂ　吐出口面
９　払拭部材
１０　当接部材
１１～１６　吐出口列
１７　巻き取り装置
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